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要旨 
 
日常会話でよく使われる「食べる？これ」は倒置質問文と呼ばれる。倒置質問文とは，

文の最初に質問文形式の述語がきて，その後に主語や補語が続く形式の質問文を指す。日

本語と同様，韓国語にも倒置質問文は存在し，使われ方も一見同じように見える。しかし，

イントネーションという面では日本語と韓国語は全く異なり，韓国語母語話者が日本語の

倒置質問文を発話する際に，韓国語のイントネーションで発話してしまうと，「聞き手を非

難するような言い方」や「聞き手の行動に強い疑問を持つような言い方」として伝わる可

能性が非常に高くなってしまう。 
具体的に日韓両言語の倒置質問文のイントネーションパタンを見てみると，両言語とも

3 つのパタンが現れ得ることが分かった。この 3 つのパタンとは「上・下」「上・上」「下・

上」である。「上・下」とは，倒置質問文の前方に位置する述語だけを上昇させる方法，つ

まり「食べる？これ」のパタンであり，「上・上」は前方の述語と後方の主語または補語を

両方とも上昇させる方法で「食べる？これ？」のパタン，「下・上」は後方に位置する主語

や補語だけを上昇させる方法で「食べる，これ？」のパタンである。 
韓国語ではこの 3 つのパタンがすべて一般的な倒置質問文としてよく使われ，どれも意

味に大きな変わりはない。ところが，日本語では「食べる？これ」以外のパタンを使うと，

上で説明したように聞き手を非難するような言い方になってしまうことが，学習者にとっ

ての問題である。もし韓国人学習者が日本語の倒置質問文を発話する際，韓国語のイント

ネーションルールを適用したとしよう。「食べる？これ」と発話すべきところを「食べる？

これ？」や「食べる，これ？」と発話すれば，日本語母語話者とのコミュニケーションに

大きな障害が生じることは間違いない。 
本論文では，上記の調査で得た結果をもとに，韓国人学習者の倒置質問文イントネー

ションの指導法についても考察を試みた。対象となった者は倒置質問文のイントネーショ

ンで特に誤用が多く見られた学習者 3 名である。指導は一ヶ月間，週に 1 回，計 4 回の 4
時間行った。その結果，学習者全員が 4 時間で「正用」のイントネーションパタンを完全

に習得できた。その大きな理由は，プロソディーグラフという音声を視覚化したグラフを

利用したことが挙げられる。指導の前，学習者全員が倒置質問文のイントネーションにつ

いて「どこでどのぐらい上げれば正しい使い方になるか，実感がわかない」などと発言し

ていた。しかし，毎回の指導で直接プロソディーグラフを作成することによって「正用と

誤用の違いが分かり，だんだん発音できるようになった。最終の授業では正用のパタンが

自由に使えるようになった」と言っている。この過程の中で，学習者は「認識」→「運用」

→「自由に駆使」という 3 段階を経て学習していくことが分かった。これは，指導する側

も段階的な目標を立てて指導する必要があることを示している。 
最後に，今回の調査では導入をしなかったが，より効果的な指導方法として，学習者に

母語である韓国語の倒置質問文のパタンを先に認識させ，次に日本語の倒置質問文のパタ

ンを教えることも日韓両言語の類似度から言えば，効果があるだろう。 
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